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ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。
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聞かせて！
今、高校生が考えていること
大宮国際中等教育学校の皆さんに、
さいたま市や市議会に対する思いを語っていただきました。
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績
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を
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れ
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投
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い
た
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な
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も
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Ｒ
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の
が

楽
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み
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高
齢
者
が
住
み

や
す
い
よ
う

─ 今回は大宮国際中等教育学校
の協力のもと、高校生の生の声を聞く
ことができました。

─ 伺ったご意見は、市議会にとって
とても参考になりました。市民の皆さん
の声を聞き、それを実現するためにこ
れからも精一杯頑張っていきます。
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光
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を
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が
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者
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難波 茉由加さん

神 龍之介さん

前田 栄人さん

セタフィールド 日向悟さん
ひゅうごま ゆ かなんば

ガーナー ビビアン なのはさん

市議会より

学
生
が
勉
強
や
運
動
に

使
え
る
施
設
が
も
っ
と

増
え
る
こ
と
を
望
み
ま
す

で
も
　
日
本
三
大
鉄
道
博
物
館

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
気
が
し
ま
す

えいとまえだ

じん りゅうのすけ

さいたま市の魅力は？
どんなまちになってほしい？Q1:

身近なところで市に望むことは?Q2 :

市議会に関心を持って
もらうためには？Q3 :

もしも、自分が市議会議員だったら？Q4 :

来年から有権者となりますが、
市議会への期待を！Q5 :

駅前の再開発では、
もっとまち全体を豊かに
するビジョンを描いてほし
い。広場や道路、樹木など
環境にも配慮した再開発を
望みます！ 神さん

夏はとても
暑いので、街路樹が
美しい、緑豊かな木陰
のあるまちにしてほし
いです。

ガーナーさん

治安が良くて、
夜も安心して歩ける。
これは世界に誇れると
思います！

セタフィールドさん

SNSで「普段は真面目な
顔をしてるけど、実は面白い
人だった」など、議員さんの人と
なりが見えたら愛着や好奇心が
湧くかも！ 難波さん

市民の声を聴く
方法に力を入れる。また、
若者が住みやすく、子育て
しやすいまちに！

神さん

我が校に視察に
訪れる議会や行政の
方々！ せっかくなので、
僕たちと対話していき
ませんか？ 前田さん

来年から有権者となる大宮国際中等教育学校5年生の皆さんに、
さいたま市の理想の姿や市議会への期待などを

語っていただきました。

聞かせて!
今、高校生が
考えていること

さいたま市立大宮国際中等教育学校
埼玉県初の中等教育学校で、6年間の系統的・継
続的な学習活動を展開している。さいたま市の教
育目標である3G（Grit やり抜く力・Growth 成長
し続ける力・Global 世界に視野を広げる力）を
校訓とする。前身の市立大宮西高等学校から移行
する形で2019年4月に開校した。
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

子ども・子育てを支える都市の実現や、スポーツ先進都市の創造、市民の安全・安心を支える保健・医
療提供体制の確保、いじめ防止に向けた取組の推進、個人版ふるさと納税受入額の拡大などに要する
経費について、市長から令和５年度の補正予算議案が提出され、可決されました。

議案第140号　令和5年度さいたま市一般会計補正予算（第4号）　ほか5議案

令和5年度補正予算議案を可決

令和4年度の一般会計決算額は、歳入6,649億円、歳出6,559億
円となり、過去2番目の決算規模となりました。決算特別委員会
での審査の後、本会議での採決の結果、一般会計・特別会計決
算については「不認定」、企業会計決算については「認定」又は
「認定及び原案可決」されました。また、決算特別委員会では審
査の過程で指摘した改善点や要望などを令和6年度の予算編成
に向けた提言書として14項目にまとめ、市長に提出しました。

議案第145号　令和4年度さいたま市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について　ほか3議案

令和4年度の一般会計及び特別会計決算が不認定に

令和5年9月定例会（9月6日～10月20日／会期45日間）

9月定例会で審議された議案　市長提出議案44件、議員提出議案1件、委員会提出議案1件／合計46件

＜令和6年度の予算編成に向けた主な提言内容＞
●公衆街路灯一斉LED化（ESCO※）事業における不適正な事務処理の反省を踏まえた内部統制の執
行体制強化及び不適正な事務処理の未然防止

●減少傾向にある市民一人当たりの公園面積の増加を図るための十分な予算措置及び積極的な取組
●コロナ禍、原油価格・物価高騰等の影響を受けた地域経済の回復及び発展に向けた積極的な施策
●特定空家等の状況把握の徹底及び管理不全な空き家に対するあらゆる措置
●未利用市有地の適正活用及び維持管理コストの削減に向けた体制の構築
※ESCO（Energy Service Company）事業…省エネルギー改修にかかるすべての経費を光熱水費の削減分で賄う事業。

＜主な事業＞
●学校教室を活用した放課後児童クラブと放課後子ども教室を一体的に行うモデル事業の実施
●スポーツシューレ推進施設整備に向け、公民連携手法導入可能性の調査及び基本計画の策定
●新型コロナウイルス感染症対策事業の見直しと、感染再拡大に備えた保健・医療提供体制の確保

今年新たに設立された女性活躍推進議員連盟では、すべての女
性が個性・能力を存分に発揮できる社会の実現を目指し、総勢
54人の議員が活動を行っています。調査・研究や研修などの様々
な活動を通じ、目的実現のための取組を行っていきます。

女性活躍推進議員連盟に注目

提言書を提出しました
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代
表
質
問

7
会
派
8
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対

す
る
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

添
野
ふ
み
子
／
吉
田
一
志
／
渋
谷
佳
孝

新
井
森
夫
／
鳥
羽　

恵
／
金
子
昭
代

北
岡
久
住
／
小
柳
嘉
文

水
道
事
業
の
現
場
か
ら
、

漏
水
や
濁
り
な
ど
の
苦
情

へ
の
対
応
が
困
難
と
の
声
を
聞
く
が
、

熟
練
職
員
の
配
置
は
十
分
か
。
技
術

継
承
が
課
題
と
考
え
る
が
、
人
員
体

制
の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

技
術
継
承
を
踏
ま
え
た
職

員
配
置
に
つ
い
て
は
、
人

材
確
保
が
困
難
な
中
、
ベ
テ
ラ
ン
職

員
の
退
職
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
計
画
的
に
人
材
育
成
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
業
務
量
や
事
業
進
捗

状
況
な
ど
を
再
確
認
し
、
弾
力
的
か

つ
適
切
な
組
織
再
編
や
職
員
配
置
に

努
め
て
い
る
。
現
場
部
門
で
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
水
道
管

の
工
事
以
外
の
浄
水
場
、
配
水
場
の

工
事
に
係
る
専
任
組
織「
水
道
施
設
建

設
課
」を
新
設
し
、
技
術
職
員
を
重
点

配
置
す
る
こ
と
で
専
門
性
の
確
保
や

技
術
継
承
を
図
っ
て
い
る
。

「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る

法
律
」が
来
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

＊
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
に
よ
り
、
包
括

的
な
支
援
が
形
づ
く
ら
れ
る
よ
う
な

取
組
を
望
む
が
、
市
の
見
解
は
。

本
市
の
困
難
女
性
支
援
の

取
組
に
つ
い
て
は
、
先
進

的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
他
自
治
体

な
ど
も
参
考
に
、
若
年
層
や
単
身
女

性
な
ど
、
こ
れ
ま
で
公
的
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
り
に
く
か
っ
た
方
々
を
支

援
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
や
民
間
団
体
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
取
組
な
ど
、
困
難
女
性
支

援
法
に
示
さ
れ
る
施
策
を
実
施
し
て

い
く
。
困
難
女
性
支
援
法
の
、
女
性

福
祉
、
人
権
擁
護
と
い
っ
た
基
本
理

念
に
の
っ
と
り
、支
援
が
必
要
な
方
々

に
寄
り
添
い
、
自
己
決
定
を
尊
重
し

つ
つ
、
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
下
鉄
７
号
線
延
伸
や
新

大
宮
上
尾
道
路
の
整
備
な

ど
将
来
を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
効
果
を
最
大
限
生
か
す
よ
う
、
都

市
計
画
を
見
直
し
市
街
化
調
整
区
域

の
市
街
化
編
入
な
ど
を
す
べ
き
で
は
。

将
来
都
市
構
造
の
実
現
に

向
け
、
原
則
、
市
街
化
区

域
の
拡
大
は
抑
制
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
市
と
し
て
政
策
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
下
鉄
７
号
線
延
伸
に

伴
う
中
間
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
や

産
業
集
積
拠
点
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
戦
略
的
に
都
市
計
画
を
活

用
し
て
い
き
た
い
。
市
街
化
編
入
に

よ
り
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
が
形
成

質
問
者

生
活
に
不
可
欠
な
水
道
事
業

技
術
継
承
と
人
員
の
拡
充
を

す
べ
て
の
困
難
女
性
に
届
く

包
括
的
な
支
援
を
実
施
す
べ
き

事
故
や
災
害
時
な
ど
の
応
急
給
水
活
動
を
想
定
し
た

給
水
車
の
操
作
に
つ
い
て
の
職
場
内
研
修

立
憲

都
市
計
画
の
見
直
し
で

効
果
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。

＊ アウトリーチ
様々な方法で、必要な人に必要なサービスや情報を届けること
で支援につながるよう積極的に働きかける取組。

公
明
党
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域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
て
い
る
。
条
例
で
は
意
思
疎
通

や
情
報
取
得
が
困
難
な
障
が
い
者
に

対
し
、
必
要
な
支
援
や
配
慮
を
行
う

こ
と
と
規
定
し
て
お
り
、
条
例
な
ど

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
、
手

話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
の
派
遣
な

ど
、
聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
各
種

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
聴

覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供
の
必
要

性
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時

や
日
頃
か
ら
の
防
災
情
報
の
提
供
方

法
も
含
め
、
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ

る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
は
い
ま
だ
に

残
り
、
ま
た
、
原
油
高
騰
な
ど
に
よ

り
商
店
街
各
店
舗
の
経
営
環
境
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
商
店
会
向
け

の
各
種
補
助
金
の
補
助
率
に
つ
い
て

は
引
上
げ
を
継
続
す
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
今
年
度
、
引
き

続
き
商
店
街
街
路
灯
な
ど

の
電
気
料
金
の
補
助
や
商
店
街
活
性

化
事
業
に
対
す
る
補
助
率
の
引
上
げ

を
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
、
こ
の

で
き
る
こ
と
や
土
地
利
用
が
図
り
や

す
く
な
る
こ
と
で
、
税
収
や
人
口
の

増
加
、
地
域
経
済
へ
の
効
果
も
望
め

る
こ
と
か
ら
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
、
戦
略
的
、
計
画
的
に
都

市
計
画
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）バ
ス
タ
大
宮
と
首

都
高
速
道
路
を
地
下
で
直

接
接
続
す
べ
き
で
は
。
こ
れ
に
よ
り

高
速
バ
ス
や
物
流
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

乗
り
入
れ
や
す
く
な
り
、
地
上
面
で

も
交
通
混
雑
が
回
避
で
き
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。 

（
仮
称
）バ
ス
タ
大
宮
の
候

補
地
が
、
現
段
階
で
選
定

ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ア

ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
も
今
後
の
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し

て
は
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
が
重
要
な
要
素

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
候
補
地
が
選
定
さ
れ
た
際
に
は
、

首
都
高
速
道
路
の
地
下
直
接
接
続
に

庫
補
助
の
必
要
額
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

補
助
金
が
配
分
さ
れ
や
す
い
重
点
事

業
へ
の
位
置
付
け
や
、
事
業
ご
と
の

個
別
補
助
金
な
ど
内
示
率
の
高
い
補

助
制
度
を
活
用
し
補
助
金
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。
特
に
本
市
で
は
大
宮

駅
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
化
構
想
や
市
街
地
再
開
発
な
ど

の
都
市
基
盤
整
備
を
推
進
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
補
助
金
の
確
保
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
要
望
活
動
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

予
算
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
に
お
い
て
、
意

思
疎
通
や
情
報
取
得
が
困

難
な
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
情

報
提
供
の
た
め
の
設
備
は
、
災
害
時

は
も
と
よ
り
、
平
常
時
で
も
必
要
で

あ
る
。
市
の
整
備
方
針
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
条
例
に
基
づ

き
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

つ
い
て
、
実
現
の
可
能
性
な
ど
も
含

め「
大
宮
駅
西
口
交
通
結
節
点
事
業

計
画
検
討
会
」に
て
検
討
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
都

市
基
盤
整
備
は
、
市
単
独

事
業
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
国
庫

補
助
事
業
の
さ
ら
な
る
獲
得
と
活
用

が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
は
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
も
様
々

な
要
望
活
動
に
よ
り
、
国

う
ち
続
く
厳
し
い
経
営
環
境

地
域
の
商
店
へ
支
援
の
継
続
を

バ
ス
タ
大
宮
と
首
都
高
を
接
続
し

交
通
拠
点
の
機
能
強
化
を

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え

国
庫
補
助
金
の
さ
ら
な
る
確
保
を

障
が
い
者
が
安
心
で
き
る

情
報
提
供
方
法
を
整
備
す
べ
き

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

備
え
る
べ
き
機
能
は
交
通
・
交
流
・
サ
ー
ビ
ス
・
防
災

自
民
党
市
議
団

さ
い
た
ま
自
民
党
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議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

う
ち
、
街
路
灯
の
電
気
料
金
は
全
額

補
助
と
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
光
熱
費
の
価
格
高
騰
な
ど
の
先

行
き
が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
国
の

動
向
や
市
内
経
済
状
況
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
商
店
会
連
合
会
を
含
む

関
係
団
体
な
ど
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

消
費
拡
大
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
資

す
る
商
店
街
の
活
性
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
長
は
、
引
き
続
き
日

本
一
の
教
育
都
市
実
現
を

進
め
て
い
く
の
か
。
そ
の
教
育
行
政

が
、
教
職
員
に
負
担
を
強
い
、
児
童

生
徒
を
過
度
な
競
争
に
追
い
立
て
て

き
た
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

「
日
本
一
の
教
育
都
市
」で

育
っ
た
子
ど
も
は
、「
日

本
一
幸
せ
な
子
ど
も
」
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
、
そ
の
実
現
を
目
指
し

て
、
様
々
な
教
育
施
策
を
引
き
続
き

展
開
し
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の「
日
本

一
の
教
育
都
市
」の
実
現
に
は
、
学
校

日
本
共
産
党

区
画
整
理
に
伴
う
桜
の
伐
採

組
合
と
の
話
合
い
を

予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

教
育
の
質
の
向
上
と
良
好
な
環
境
の
整
備
が
急
務

教
育
、
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
の
力
を

集
結
し
、
最
大
限
に
発
揮
す
る
仕
組

み
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
仕
組
み

を
基
盤
に
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域

と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
・
協
働
し
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と

可
能
性
を
伸
ば
す
教
育
を
推
進
し
て

い
く
覚
悟
で
あ
る
。

区
画
整
理
に
よ
り
伐
採
が

予
定
さ
れ
て
い
る
七
里
駅

の
桜
に
つ
い
て
、
桜
を
守
る
会
は
土

地
区
画
整
理
組
合
と
の
話
合
い
を
３

年
間
求
め
て
い
る
。
市
は
話
合
い
の

場
を
設
定
す
べ
き
で
は
。

七
里
駅
北
側
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
に
お
い
て
、

駅
北
側
の
桜
を
現
位
置
に
残
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
土
地
区
画
整
理
組

合
か
ら
伺
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

と
組
合
で
は
移
植
の
可
能
性
を
探
る

た
め
外
観
診
断
や
精
密
診
断
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
七
里
の
桜
を

守
る
会
と
組
合
の
話
合
い
に
つ
い
て

は
、
本
市
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
場

を
設
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
る
。
事
務
を
受
託
し
て
い
る
土
地

区
画
整
理
協
会
を
通
じ
て
、
改
め
て

組
合
か
ら
経
緯
を
説
明
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
話
合
い
の
場
が
設
け
ら
れ

る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

本
市
は
大
規
模
災
害
時
の

被
害
想
定
を
平
成
25
年
度

に
発
表
し
た
が
、
そ
の
後
、
人
口
増

加
や
環
境
変
化
、
災
害
対
応
へ
の
考

え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
現
状

本
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る

地
震
災
害
、
水
害
の
被
害
想
定
が
報
告
さ
れ
て
い
る

に
即
し
た
対
策
と
す
る
た
め
、
想
定

を
見
直
す
べ
き
で
は
。

こ
の
約
10
年
で
、
人
口
や

災
害
対
応
へ
の
考
え
方
が

変
化
し
て
き
て
い
る
と
、
本
市
と
し

て
も
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
国
で

は
首
都
直
下
地
震
対
策
の
見
直
し
に

向
け
、
被
害
想
定
を
再
検
討
す
る
動

き
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
県

に
お
い
て
も
被
害
想
定
の
見
直
し
に

係
る
検
討
を
始
め
て
い
る
旨
、
確
認

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
に
お
い

て
も
、
今
後
、
国
の
被
害
想
定
に
係

る
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
県
と
も
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
被
害
想
定

調
査
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
実
施
時

期
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

従
来
の
ま
ま
進
め
て
い
く
の
か

新
教
育
長
の
所
信
を
問
う

無
所
属
み
ら
い

災
害
時
の
状
況
を

想
定
す
る
こ
と
が
備
え
の
出
発
点
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児
童
生
徒
数
の
見
込
み
や
推
移
、
学

校
施
設
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
基
本
計
画
と

の
整
合
性
な
ど
様
々
な
条
件
整
理
を

行
っ
て
い
る
。
教
育
環
境
の
整
備
に

際
し
て
は
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

新
庁
舎
整
備
に
合
わ
せ
た
子
育
て
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
新

庁
舎
へ
の
複
合
化
を
検
討
し
て
い
る

民
間
機
能
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
・

事
業
者
な
ど
の
意
見
も
伺
っ
て
い
る

た
め
、
提
案
の
意
見
も
含
め
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

言
語
障
が
い
や
難
聴
の
あ

る
方
、
ま
た
外
国
人
の
方

と
の
窓
口
対
応
時
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に

す
る
翻
訳
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
設
置
を

検
討
し
て
は
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

透
明
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
活

用
し
た
窓
口
向
け
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
聴
覚
障
が
い
者
や
言
語
障
が
い

者
な
ど
へ
の
対
応
、
多
言
語
で
の
音

声
翻
訳
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
多
方

面
で
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
関
係
部
署
と
の

情
報
共
有
と
と
も
に
、
導
入
事
例
の

情
報
収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

機
器
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
職
員
や

市
民
、専
門
家
な
ど
の
意
見
も
踏
ま
え
、

先
行
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
費

用
対
効
果
や
設
置
に
ふ
さ
わ
し
い
具

体
的
な
窓
口
の
想
定
な
ど
、
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る

地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
は
、
災
害
時
の
母
子
支
援
が
重
要

で
あ
る
。
次
世
代
を
担
う
周
産
期
の

母
子
を
守
る
た
め
、
母
子
救
護
所
の

設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

本
市
で
は
、
指
定
避
難
所

に
お
い
て
、
妊
産
婦
や
乳

幼
児
を
含
め
た
要
配
慮
者
に
優
先
的

に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
ほ
か
、
公
民
館
な
ど
を
要
配

慮
者
優
先
避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
。

健
康
な
ど
に
問
題
の
な
い
妊
産
婦
や

乳
幼
児
は
、
居
住
地
域
の
一
般
的
な

避
難
所
へ
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
お
り
、母
子
救
護
所
の
設
置
は
、

現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

母
子
救
護
所
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、

場
所
や
移
動
手
段
、
専
門
的
な
人
材

の
確
保
な
ど
様
々
な
検
討
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
、
他

自
治
体
の
事
例
な
ど
を
調
査
し
な
が

ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
成
人
歯
科
健
康
診

査
の
受
診
率
は
0.8
％
程
度
。

国
の
モ
デ
ル
事
業
に
参
加
し
、
一
般

健
診
時
に
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
を
活
用

災
害
時
に
安
心
し
て
避
難
で
き
る

母
子
救
護
所
の
設
置
を

福
祉
・
保
健
・
医
療

国
の
モ
デ
ル
事
業
へ
参
加
し

歯
科
健
診
を
受
け
や
す
い
環
境
に

様
々
な
方
と
よ
り
円
滑
な
意
思
疎
通
を
可
能
と
す
る

透
明
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
窓
口
へ
の
設
置
が
望
ま
れ
る

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
窓
口
を

大
宮
南
小
学
校
の
児
童
数

急
増
へ
の
対
応
は
。
ま
た
、

新
都
心
地
域
で
は
子
ど
も
の
増
加
を

見
据
え
、
新
庁
舎
建
設
を
踏
ま
え
た

子
育
て
施
設
の
整
備
も
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

大
宮
南
小
学
校
は
今
後
も

児
童
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
昨
年
度
、
関
係
部
署
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

一
般
質
問

12
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

吉
田
一
郎
／
川
村　

準
／
堤 

日
出
喜

堀
川
友
良
／
斉
藤
健
一
／
石
関
洋
臣

中
山
淳
一
／
服
部　

剛
／
佐
藤
征
治
郎

津
和
野
眞
佐
子
／
佐
々
木
郷
美

吉
村
豪
介

質
問
者市

の
政
策
・
行
財
政

学
校
施
設
と
子
育
て
施
設

人
口
増
加
へ
の
対
策
を
早
急
に
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賠
償
を
求
め
る
基
準
を
伺
う
。

他
自
治
体
と
同
様
、
地
方

自
治
法
な
ど
に
基
づ
き
、

個
々
の
事
例
に
つ
い
て
総
合
的
に
勘

案
し
た
う
え
で
判
断
し
て
お
り
、
包

括
的
な
基
準
は
定
め
て
い
な
い
。
具

体
的
な
事
実
関
係
を
確
認
し
、
法
の

基
準
に
照
ら
し
つ
つ
、
過
失
の
程
度
、

事
案
の
背
景
な
ど
を
勘
案
し
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
市

で
は
学
校
プ
ー
ル
の
水
栓
の
閉
め
忘

れ
な
ど
に
よ
る
水
道
使
用
量
の
損
失

が
な
い
よ
う
、
毎
年
、
閉
栓
確
認
の

徹
底
を
学
校
に
依
頼
し
て
お
り
、
組

織
で
取
組
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
安

心
し
て
働
け
る
環
境
の
確
保
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

し
た
受
診
勧
奨
な
ど
に
取
り
組
み
、

受
診
率
向
上
を
図
る
べ
き
で
は
。

本
市
の
調
査
に
よ
る
と
、

20
歳
以
上
の
歯
科
健
診
を

定
期
的
に
受
け
て
い
る
割
合
は
令
和

３
年
度
に
は
35
・
1
％
あ
り
、
本
市
が

実
施
す
る
歯
科
健
康
診
査
以
外
で
の

受
診
者
も
多
く
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

受
診
率
向
上
に
つ
い
て
検
討
す
る
に

当
た
り
、
国
が
実
施
す
る
歯
科
口
腔

保
健
の
推
進
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業

も
十
分
参
考
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
事
業
概
要
な
ど
を
精
査
す
る

と
と
も
に
、
先
行
し
て
事
業
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
へ
成
果
や
課
題
、

問
題
点
を
伺
う
な
ど
し
、
本
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
を
考

え
て
い
く
。プ

ー
ル
へ
の
水
の
出
し
っ

ぱ
な
し
に
よ
る
教
職
員
へ

の
損
害
賠
償
事
案
が
他
自
治
体
で
あ

る
。
教
職
員
の
働
き
方
に
も
か
か
わ

る
問
題
と
考
え
る
が
、
本
市
の
損
害

児
童
生
徒
が
１
人
１
台
活

用
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
が
故
障
し
た
際
、
修
理
に

半
年
以
上
要
し
て
い
る
た
め
、

100
％

代
替
機
を
用
意
す
る
と
と
も
に
落
下

防
止
策
を
図
る
べ
き
で
は
。

児
童
生
徒
用
端
末
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
、
修
繕
代

替
機
を
新
た
に
１
５
０
０
台
調
達
し

た
こ
と
で
、
現
時
点
で
は
す
べ
て
の

児
童
生
徒
分
を
確
保
で
き
て
い
る
。

修
繕
期
間
に
つ
い
て
も
事
務
処
理
の

軽
減
な
ど
作
業
の
見
直
し
を
行
い
、

短
縮
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
落

下
な
ど
の
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
動
画
な
ど
で
注
意
喚
起
に

努
め
て
き
た
が
、
端
末
の
活
用
が
進

む
に
つ
れ
、
落
下
に
よ
る
故
障
件
数

は
全
国
的
に
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

議
員
提
案
の
滑
り
止
め
シ
ー
ト
や
ス

ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
も

情
報
収
集
に
努
め
、
財
源
確
保
も
含

め
研
究
し
て
い
く
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
使
用
す
る
校
内

の
部
屋
に
エ
ア
コ
ン
設
置

を
求
め
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
困
難
な

場
合
、
＊
マ
イ
ス
ク
ー
ル
フ
ァ
ン
ド
を

活
用
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
費
用
負
担
に
よ

る
設
置
が
可
能
か
伺
う
。

小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
は
、
普
通
教
室

や
特
別
教
室
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て

お
り
、
昨
年
度
か
ら
中
学
校
体
育
館

へ
の
設
置
を
順
次
進
め
て
い
る
。
現

状
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
児

童
生
徒
が
使
用
す
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
優
先
し
て
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
を
応
援
し
た
い
と
い
う
寄
附
者

の
希
望
を
尊
重
し
つ
つ
学
校
が
使
途

を
判
断
す
る「
マ
イ
ス
ク
ー
ル
フ
ァ
ン

ド
」を
活
用
し
て
学
校
内
会
議
室
へ
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
可
能

と
考
え
る
。
物
品
購
入
な
ど
を
通
じ
、

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
、
こ
の
寄
附
金

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

工
事
完
了
後
の
鶴
巻
陸
橋

は
、
美
園
中
学
校
の
通
学

路
と
し
て
使
用
可
能
か
。
ま
た
校
内

酷
暑
の
中
で
活
動
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

使
用
す
る
会
議
室
に
エ
ア
コ
ン
を

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

教
職
員
の
業
務
上
の
ミ
ス

市
が
損
害
賠
償
を
求
め
る
基
準
は

学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

学
習
期
間
の
空
白
を
防
ぐ
対
応
を

教
育
・
文
化

現
在
工
事
中
の
鶴
巻
陸
橋

完
成
後
通
学
路
と
し
て
使
え
る
か

教
職
員
の
働
き
方
改
革

ま
ず
は
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
確
保
が
重
要

＊ マイスクールファンド(さいたま MY SCHOOL ファンド)
令和5年7月から、さいたま市「ふるさと応援」寄附の使いみち
の一つとして設定された仕組み。寄附者が応援したい学校や
教育施策を指定して寄附を行うことができる。 
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の
検
討
委
員
会
で
検
討
中
の
美
園
陸

橋
経
由
の
通
学
路
実
現
に
向
け
協
力

を
求
め
る
が
、
市
の
見
解
は
。

鶴
巻
陸
橋
を
通
る
ル
ー
ト

の
課
題
と
し
て
、
人
目
が

少
な
い
区
間
が
長
い
と
い
う
状
況
が

あ
る
が
、
歩
道
工
事
が
完
了
す
る
と

道
路
環
境
が
変
わ
る
た
め
、
美
園
中

学
校
と
し
て
も
保
護
者
や
地
域
の
方

と
再
度
検
討
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

本
市
も
議
論
が
活
性
化
す
る
よ
う
情

報
提
供
な
ど
を
行
い
、
警
察
や
関
係

部
局
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
く
。
ま
た
、
美
園
陸

橋
を
通
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
通
学
路
検
討
委
員
会
で
検
討
中

と
伺
っ
て
い
る
。
今
後
、
学
校
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
警
察
な

ど
と
現
地
に
赴
き
合
同
点
検
を
実
施

し
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
た
安
全
対

策
な
ど
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

旧
大
宮
区
役
所
跡
地
の
活

用
と
大
宮
小
学
校
の
方
向

性
の
結
論
を
早
く
出
す
べ
き
。
現
在

の
検
討
状
況
は
。
大
宮
小
を
複
合
化

す
る
場
合
、
夜
間
中
学
、
学
び
の
多

様
化
学
校
を
併
設
し
て
は
ど
う
か
。

旧
大
宮
区
役
所
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
大
宮
小

学
校
の
在
り
方
の
検
討
と
併
せ
、
一

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
部
局

横
断
的
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
方
向
性
を
示
せ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
宮
小
学

校
は
、
築
60
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

校
舎
の
老
朽
化
が
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
現
在
、
子
ど
も
た
ち

の
良
好
な
教
育
環
境
の
確
保
を
前
提

に
様
々
な
案
を
検
討
し
て
お
り
、
他

自
治
体
で
の
学
校
の
複
合
化
の
事
例

も
研
究
し
て
い
る
。
今
後
も
ど
の
よ

う
な
施
設
と
の
複
合
化
が
望
ま
し
い

か
を
含
め
て
協
議
し
、
魅
力
あ
る
学

校
の
形
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

歩
行
者
や
自
転
車
、
自
動

車
の
通
行
の
支
障
と
な
る

道
路
上
に
越
境
し
た
樹
木
な
ど
を
所

有
者
が
切
除
し
な
い
場
合
、
今
年
４

月
の
民
法
改
正
を
受
け
、
今
後
市
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

敷
地
か
ら
道
路
上
に
越
境

し
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
通
行

の
支
障
と
な
っ
て
い
る
樹
木
に
つ
い

て
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
所
有
者
に

切
除
を
依
頼
し
て
い
る
。
今
年
４
月
、

樹
木
な
ど
の
切
除
を
所
有
者
に
催
告

し
、
相
当
期
間
内
に
切
除
さ
れ
な
い

場
合
に
は
、
近
接
す
る
地
権
者
自
ら

切
除
す
る
こ
と
と
民
法
が
改
正
さ
れ

た
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
、
ま
ず
は
所
有
者
に
よ

る
切
除
が
前
提
と
考
え
て
お
り
、
所

有
者
へ
丁
寧
な
説
明
と
切
除
な
ど
の

依
頼
を
し
て
い
く
。
併
せ
て
今
回
の

民
法
改
正
に
つ
い
て
、
政
令
指
定
都

大
宮
駅
前
賑に

ぎ

わ
い
拠
点
の
方
向
性

子
ど
も
の
た
め
に
も
早
期
結
論
を

既
存
＊
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
に
も

強
制
力
の
あ
る
条
例
の
制
定
を

旧
大
宮
区
役
所
跡
地
と
大
宮
小
学
校

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
早
期
の
結
論
が
望
ま
れ
る

＊ スクラップヤード
金属スクラップなどの再生可能な資源物を屋外で保管し、また、
保管に伴い破砕、切断をするなどの事業を行う事業場。 

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

市
の
会
議
や
他
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

鉄
く
ず
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー

ド
な
ど
を
規
制
す
る
再
生

資
源
物
の
屋
外
保
管
条
例
は
、
地
域

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
既
存
の
事

業
者
に
適
用
す
る
基
準
を
広
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

策
定
中
の
条
例
で
は
、
既

存
事
業
者
へ
一
定
の
経
過

措
置
期
間
を
設
け
、
囲
い
の
設
置
な

ど
の
保
管
基
準
の
適
用
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
騒
音
規
制
法
や
振
動

規
制
法
に
準
じ
た
基
準
を
施
行
規
則

に
定
め
る
こ
と
や
、
既
存
事
業
場
に

対
し
て
は
適
用
除
外
と
し
て
い
る
、

安
定
し
た
排
水
を
放
流
す
る
排
水
処

理
設
備
設
置
の
適
用
も
検
討
し
て
い

る
。
緩
衝
緑
地
帯
設
置
に
つ
い
て
は
、

全
既
存
事
業
者
へ
の
義
務
付
け
は
困

難
と
考
え
る
が
、
同
程
度
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
施
行
規
則
に
お
い

て
、
よ
り
厳
し
い
保
管
基
準
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
既
存
事
業
者
に
つ
い

て
も
、
住
民
と
の
話
合
い
の
場
が
設

け
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

道
路
上
に
越
境
す
る
樹
木

市
は
強
制
的
に
切
除
す
る
の
か

10saitama city council No.97



　請願・陳情を
　市議会に届けるには？

お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　オープン委員会を開催します
市民参画の場として若者からご意見・ご提案を発表いた
だく、予算委員会によるオープン委員会を開催します。
ぜひ傍聴にお越しください。

市政などについての意見や要望がある時は、どなたでも
「請願」「陳情」を文書で市議会に提出することができます。

請願

請願書の提出には、市議会議員の紹介が必要です。
審査のうえ、本会議で「採択」「不採択」などが決められます。
「採択」された請願は市長などに送り、実現するよう要請し
ます。

陳情

提出先など

陳情書の提出には、市議会議員の紹介は必要ありません。
陳情内容が記載された陳情文書表を議員に配付します。

【提出先】さいたま市議会 議会局　
【提出方法】持参または郵送（FAXや電子メールは不可）。
くわしくは議事課（Tel.829-1753）までお問い合わせくだ
さい。

テーマ：若者が住み続けたいと思う魅力あるまちと
するためには

日　時：12月17日(日)午後4時から6時まで
会　場：大宮区役所　2階大会議室
傍　聴：30人(先着順)
問い合わせ先：議事課（Tel. 829-1753）

　会派の構成が変わりました
令和5年7月28日付で、浜口健司議員の所属会派が、立
憲民主・無所属の会さいたま市議団から無所属に変更に
なりました。これにより、会派構成が次のとおりになりま
した。

会派名 所属議員数 

令和5年7月28日現在 

立憲民主・無所属の会さいたま市議団 12人

公明党さいたま市議会議員団 11人

さいたま市議会自由民主党議員団 10人

自由民主党さいたま市議会議員団 9人

日本共産党さいたま市議会議員団 6人

日本維新の会さいたま市議団 4人

無所属みらい 3人

無所属（会派に所属していない議員） 5人

  合計60人

　年末年始のごあいさつは
　公選法により禁止されています
公職選挙法の規定により、議員が選挙区内の人に年賀状
などのあいさつ状を出すことは禁止されております。
そのため、年末年始のごあいさつは失礼させていただき
ます。

公職選挙法では選挙区内において
このようなことが禁止されています。

議員が年賀状や寒中見舞い
などのあいさつ状を出すこと
（答礼のため
の自筆による
ものは除く）

市民や団体などが議員に
対し寄附を求めること

議員や後援会がお中元や
お歳暮を贈ること

議員や後援会があいさつを
目的とした
有料の広告
を出すこと

謹
賀
新
年

過去に開催されたオープン委員会の様子
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本会議・委員会の傍聴 インターネット中継
会議を生中継・録画配信して
います。パソコンやスマート
フォンなどから
ご覧ください。
※現在、区役所ロビー
での放映は行っており
ません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※手話通訳・要約筆記を
ご希望の方は、7日前まで
に議事課にご連絡くださ
い(Fax.829-1984)。

12月定例会を
開催しています

テレビ番組「ようこそさいたま市議会へ」 テレビ埼玉 

会期日程は、ホームページをご覧く
ださい。くわしくは議事課までお問い
合わせください（Tel.829-1753）。

さいたま市議会
X（旧Twitter）

今号のトピックスでは、高校生へのインタビューの様子をご紹
介しました。未来を担う若者たちの期待に真正面から向き合
い、さいたま市をより住みやすく魅力あるまちとするため、今
後も積極的に活動してまいります。
さて、今年も残すところひと月となりました。何かと忙しい師走
ですが、くれぐれもお体には気を付けてお過ごしください。
来年も引き続き「ロクマル」をよろしくお願いします。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

議長 江原大輔 副議長 神坂達成

永井里菜 堀川友良 出雲圭子
尾上貴明 池田めぐみ 井原　隆
吉田一志 金井康博 萩原章弘

表紙では、さいたま市10区の様々な魅力を紹介して
います。それぞれの名産品や名所などを組み合わせ
て、各区の名前を表現しています。今号は、さくら、
鉄道、十日市などを取り上げました。

ア ル フ ァ ベ ッ ト

さいたまさいたま

OMIYA

大宮区

今号の表紙は

OMI
YA

市民と一緒に創り上げる参加型芸術祭
3年に一度開催されるさいたま国際芸術祭。2016年の初開催から数
え、今回で3回目となります。国内外の数多くのアーティストと共に最
先端の作品や現代美術、音楽、ダンスなど多様な文化芸術作品による
発信を行っています。「共につくる、参加する」をコンセプトに、市民と市
民、市民とアーティスト、アーティストと地域が交流する機会の創出に
努めています。134万人が暮らす上質な生活都市における市民参加型
の芸術祭として皆様と一緒に創り上げていくことを目指しています。

閉幕まで残りわずか！ みんなで一緒に楽しもう！
今回の芸術祭は、10月7日から12月10日までの日程で開催していま
す。現代アートチーム　目 [mé]をディレクターとして迎え、メイン会
場の旧市民会館おおみやのほか、多くの場所で様々な催しを開催して
います。閉幕まで残りわずかとなりましたが、海外ダンサーを招いた
ファッションショーや演劇、ディレクターのトークショーなど、魅力あ
るプログラムがまだまだあります。国内外のアーティストと交流できる
絶好の機会ですので、ぜひご参加ください！

さいたま国際芸術祭2023

KEYWORD ロクマル
キーワード

9月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

令和6年1月13日（土）午前9時30分～ 放送予定
過去に放送した番組も市議会ホームページやYouTubeで
視聴できます。

芸術祭公式
WEBサイト

現代アートチーム　目 [mé] 撮影　阿部 健
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この議会広報紙は640,800部作成し、１部当たりの作成経費は9円です（企画編集の経費を含みます）。

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会




